
                             平成２８年 ３月１０日 

 

注 意 報 
                              長崎県病害虫防除所長 

 

平成２７年度病害虫発生予察 注意報第４号 

 

たまねぎ べと病 

 

 

１．発生地域（対象地域）     県下全域 

 

２．発生程度           多 

 

３．注意報発令の根拠 

（１）３月上旬の巡回調査（１５筆）の結果、発病株率０.０６％（平年０.１％）、発生圃場率

２０.０％（平年６.７％）と平年よりやや多い発生であった（図１、２）。 

（２）県央地域で２月２５日に実施した越年罹病株発生状況調査（２３筆）の結果、発病株率

０.０１％、発生圃場率１７.４％であった。その後同地域における３月７日の同調査（ 

２０筆）では、発病株率０.０６％、発生圃場率５０.０％と増加した。 

（３）向こう１ヶ月の気温は平年より高い見込みであり、本病の発生に好適である。 

 

４．防除対策 

（１）越年罹病株率が０.０１％（１０ａあたり３株程度）以上あればその後の発生が多くな

る可能性があるとされる。このため圃場のこまめな見回りにより、早期発見・早期防除

に努める。発病株は伝染源となるので圃場内に放置せず、抜取りをおこない適切に処分

する。 

（２）二次感染が始まり病勢が進行すると防除困難となるので、予防的散布に努める。 

（３）薬剤耐性発達防止のため、同一系統の薬剤を連用しない。 

（４）特に４月以降収穫の作型では多発生が予想されるため、防除を徹底する。なお、収

穫時期が近い作型については、薬剤の散布時期に注意し使用基準（収穫前日数等）

を遵守する。 
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図１ べと病発病株率の推移
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図２ べと病発生圃場率の推移
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図３ 越年罹病株（草丈が低く葉がやや黄化して外に湾曲） 図４ 葉身上に形成された分生胞子（暗紫色のかび） 

 

○長崎県病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。 

  「長崎県防除所ホームページ」 アドレス：http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/ 

○この情報に関するお問い合わせ 

  長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：0957-26-0027 

http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/

